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高谷知佳著﹃ ﹁怪異﹂の政治社会学﹄ ﹂ ﹃日本経済新聞﹄ ︵夕刊︶
　
二〇一六年七月二一日









頴原澄子著﹃原爆ドーム﹄ ﹂ ﹃日本経済新聞﹄ ︵夕刊︶
　
二〇一六年九月八日
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Journal of Japanese L
anguage Study and R
esearch ﹄中国日語教学研究会会刊、
中国外語類核心期刊
　
二〇一六年三月号
　
七～一三頁
﹁文化使節と同胞慰問
―
ブラジルの藤原義江一人二役﹂根川幸男・井上章一編﹃越境と連動の日系移民教育史
―
複数文化体験の視座﹄ミネ
ルヴァ書房
　
二〇一六年六月
　
一七一～一八八頁
◦その他の執筆活動﹁最先端の現場
　
総研大発３﹂ ﹃神奈川新聞﹄
　
二〇一六年七月八日
﹁この三冊
　
ブラジル﹂ ﹃毎日新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年七月二四日
92
松田利彦◦論文﹁ ＂히타치취업차별사건＂이후
 제일
 한국인의
 권리쟁취운동［
〝日立就職差別事件＂以後の在日韓国人の権利獲得運動］ ﹂청암대학교
 재일코리안
연구소編﹃재일코리안운동과
 
저항적
 
정체성［在日コリアン運動と抵抗的アイデンティティ］ ﹄図書出版ソニン
　
二〇一六年七月
　
三八三～
四〇一頁
◦その他の執筆活動﹁書評
　
辛珠柏編﹃韓国近現代人文学の制度化：一九一〇～一九五九年﹄ ︵신주백
 
편﹃한국
 
근현대
 
인문학의
 
제도화
：
1910 ～
1959 ﹄
혜안、
二〇一四年︶ ﹂ ﹃日本研究﹄第五三集
　
二〇一六年六月
　
二八九～二九三頁
山田奨治◦著書﹃日本の著作権はなぜもっと厳しくなるのか﹄人文書院
　
二〇一六年四月
　
二〇二頁
﹃大衆文化とナショナリズム﹄ ︵朴順愛・谷川建司と共編︶森話社
　
二〇一六年五月
　
三三九頁
◦論文﹁特別リポート
　
21世紀の文化と著作権﹂ ﹃ブリタニカ国際年鑑
2016 ﹄ブリタニカ・ジャパン株式会社
　
二〇一六年四月
　
一三二～一三三頁
﹁まえがき
―
大衆文化とナショナリズムの深い関係﹂朴順愛他編﹃大衆文化とナショナリズム﹄森話社
　
二〇一六年五月
　
七～一一頁
﹁メディア・コンテンツと著作権﹂岡本健・遠藤英樹編﹃メディア・コンテンツ論﹄ナカニシヤ出版
　
二〇一六年六月
　
三五～六三頁
﹁ ︿海賊版﹀の可能性
―
オープンアクセスの創造力﹂佐藤卓己編﹃岩波講座
　
現代
　
第９巻
　
デジタル情報社会の未来﹄岩波書店
　
二〇一六年
六月
　
一三一～一五二頁
◦その他の執筆活動﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
１
　
どう決める文化の法﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年四月四日
93
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
２
　
保護期間延長の得失﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年四月一八日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
３
　
どこまで延長するか﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年四月二五日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
４
　
戦時加算とは何か﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年五月二日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
５
　
米国からの干渉﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年五月九日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
６
　
民法の原則は守れるか﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年五月一六日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
７
　
韓国の合意金ビジネス﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年五月二三日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
８
　
透明性の効用﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年五月三〇日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
９
　
違法ダウンロードが拡大？﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年六月六日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
10　
知られざるＡＣＴＡ﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年六月二〇日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
11　
旧エンブレムはパクリ？
　
二〇一六年六月二七日
﹁誰のため？
　
何のため？
　
著作権法改正へ
　
12　
ＡＩは著作権を変える﹂ ﹃京都新聞﹄ ︵朝刊︶
　
二〇一六年七月四日
﹁書評
　
ニッシム・Ｋ・オトマツギン著﹃リージョン化された文化
―
アジアにおける日本発ポピュラー・カルチャーの政治経済学﹄ ﹂ ﹃日本研
究﹄第五三集
　
二〇一六年六月
　
二八三～二八五頁
﹁ ﹃東京ブギウギ﹄作詞は大拙の息子﹂ ﹃北國文華﹄第六九号
　
二〇一六年九月
　
五九～七〇頁
﹁コメント
　
サザエさんをさがして
　
敗戦からの﹁復興ソング﹂ ﹂ ﹃朝日新聞
be ﹄二〇一六年九月一〇日
劉
　
建輝
◦論文﹁戦前期対中留学生支援事業の一考察
―
日華学会主事高橋君平の活動を中心に﹂東アジア比較文化国際会議日本支部編﹃東アジア比較文化研
究﹄一五号
　
二〇一六年六月
　
二九～三七頁
